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第12 教職員の果たした役割と

学校の避難所機能

図12.1 ，主筆者らが現地においてヒアリング調査や資料収集に歩いていた

噴巡母会った， 大補中学校の教頭先生の作成によるメそからの抜粋である， 地

主その後の避難所閉鎖まで， 日時'<!:"40つ

れている. これによると

員の獅子奮迅の働色

りありと浮かび‘上がってくるが， 教職

とした避難者の必死の生活の様子がしのばれ

る. ここにはその膨大誌記録のうち， 直後の時点の， しか

のみ限定して依告書きしてある臨

12.1 教職員の存在とその果たした役割

1. 教師の驚賀

10章のま尾で少し述べたように， 避難所として学校権設が大きな役割を

果たした背景の一つ， しかも噴要な要紫として， 教載員の存在とその舘きがあ

る. 攻めて振り返ってみると， 以下のように整理できる，

( 1 )冷静さと指導力

避難者は呆然、自失の状態である. よっては1，000

ったが， この人たちのなかか

ったむは当黙である. 職業的な論理観・

る避

ことは

・判断力は討

-生徒を相手にしている教師の本能的な資質である. ζれが今回

はたいへんうまく機能し

(2)ひたむきさ

学技を場として起こっていることに教師は職能的な責任!惑を感じる. 教職員

あった場合もたいへん多かったが， とiこかく避難所となっ

校の諸事万端iこ， 教戦員は献身的に鋤いた.
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第耳部 瀧難所としての学校

学校樟提巷開ける
8:25 教 頭登校
9:45体育館付近避難住民でパニック状懇

12 : 20 持宵詰満員
15:00トイレの7Ì<つまる

20:20捧育館約300名多目的教室18名

21:10区役所よりバナナ・パン300金， ソーセージ200届く

教頭十教諭2名で配布

22:25ラジオf警報「長田撞低燃えているJ

校長・教頭・教員2名学校iこ棺泊

1/18 5:30区対策本部かちおにぎり360ウーロン茶18 0本教員2名が取ちにいく

7:30区投所へ毛布150枚を取りにいくは人に1枚L避難者で元気な人30名が子伝う
13:00 [豆対策本部よりパンとみかん記給

13:30北グランド瀬健に簡易トイレ2か所設費(校舎内誌使用不吋L穴概払ベニアとプロックで日!躍し
16:00民対叢本部より疫の弁当300お茶300属く
17:30 敷毛亮・ 掛毛布 8 0セ ッ ト届 く

20:06電話を仮設置してくれる

21 :00神楽小からも布400枚苦手付の申し入れ

前I::Jに続けて4人が学校lこ宿泊
1/19 7:30読売新陸・ スポーツ新聞計100部届く

8 :40区対策本部に朝食の受け取りおにぎり700個水16本牛乳48本ハム少々

13:40体育館で避難者名舗の謹認一完了

17:∞救援物資おにぎり1000ヲンゴ450本60本牛乳5箱

関山県加茂川町地場貯性課・炊き出し班長j着 雑炊の炊き出し開拾
19:00区役所職員からカップヌードルの差し入れ

教員3名が学校iこ信泊
1/20 ・濃体安富 北概1F自主学習室

・救護物資10:10みかん57箱米lOkgX34袋
21:20ストーブ15台好油タンク15缶下敷マット500枚おにぎりパン

・成人病センター慌時・看護婦来校 診鞭
1/22 ・避難者名簿作成303名

300 

緑区役所の探遣で民間 ボ ランテ ィ ア 3名来校
. 協同病慌の職員米校

じる‘ 主事が需気工事

監師来校

関12.1 大楠中学校の直後詰様子(中村教磁の記録メモか告の抜粋)

(3 )中立的な立場

く生命確保期〉の比較的単L ら行政職の人たちも名避難所に

れ， 連絡調轄にあたっていた さまざまな不満や批判はこうした日政識

の人びとには誼接的にぷっつけやすい. 事実， さまざまな乳繰が避難者と

であったようであるー これに対し， 教員はこの間の中立的な立場で， 大詔乱の

まわちざるをえない行政に対して住民をなだめ， 行政iこ清報

として活躍した.



第12章 教職員の果たした役割と学校の避難所機能

(4)聖域としての学校

総じて今次の大災帯における被災者の行動は， 倫理的であり抑制が利いた開

ものであったι問、う. そして， 学校告教宵の端という関城に泣いものと

して推もが意識していたようにも感じられる. 避難居住をしていても， やがて

子どもたちの教育の場として復帰するはずなので， 汚さず痛めず大切に使おう

との意識が働いたのではないかと思われる. わが闘の国民大衆のこうした倫開

観 っていいと組う.

以下， し いて， と少 き

を取り戻した時期の二つに分けて記してみたい.

2. 地購艶生直後の漉乱期における教職員の働容

うかがっ

してみる.

記録では， 当日夜9時過ぎにやっと区役所から救援の食料が屑いたとある.

届いたノずンやソーセージの個数を上回る避難者がつめかけている. 当然避難者

っている. このまま食料金群衆の前に話し出すわけにはいかない. す

り 法ぅ し く1;) ð'り，

き渡るようにしてから配ったということである.

当日， 午後3時頃には早くも便所がつまってしまったと記されている. 大勢

の避難者， そして上下水道は完全に機能停止， つまるのは時間の問題である，

して， きだしたそうである剛 それで っか

日グラウンドlこ瀞を掘り問胡便所帯とつくったという.

当日から， 3， 4名の先生が学校に泊まり込んでいる. 自宅が被災した場合も

あったろ うし， 不安な家族を家に残したままでの行動である. そもそも， 当日

朝， 交通機関は大混乱し道路が寸断されるなかで， 自転車や徒歩で多くの教員

とりあ けている網 なんという あろうか.

これらの地問時住蹴撒の軟職員の活動丹念まと

めると以下のような活動が主体であったと考えられる.

( i )施設の鍵の開錠と避難者の受け入れ.

(品)学校施設の安全確認， 2次災害の防止.

、、，/…m
 
/Ft、、 どと

(iv)漉難者との対応Lけが人の旧制， 世欄・水・も平h“の硝仰など).

(v)教職員 ・ 児童・牛紐の安百儲認.

( vi )電話の応対 .

これらのことが整然と処閉されたわけではない. 無我夢中のなか， 試行錯誤
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を繰り返しながら， 円前の問題の処理に追われた， というのが正確な姿であろ

う. 今次の経験に基づき， 的確な緊急時オベレーション ・ マニュアノレ張作成し

ておく必掛問:を強く感じる駒

これに関連し て ， 学校施設の鍵の管開lこつ いて一宮触れておきたい.

地震発生直後， 避難者が学校に押し寄せるなか， 学校の管理者， 教職員がま

だ学校に到着していなかったケースも多かったのである. また， 教諭の先生が

まず到着しても， 果たして鍛を聞け避難者を構内lこ誘噂してもいいものかどう

うケースもあったと聞く. 学校開放などはよる地械相酬が矩精し，

っていたケースでは， この人の判断で縄張聞

けた場合も多かったのである. また， そうした予段がとれなかった場合では，

やむを得ず窓ガラスを破ったり， 扉をこじ開けたりして進入したケースも少な

くなかった. こうした点について， あらかじめ地域社会と学校管理者との取り

マニュアルができていれば， とj酪じぎるを得ない.

3. 避難所の運営と教職員

直後の混乱期く生命確保期〉を脱すると <ヰ活確保期〉く機能再開期〉と

しだいに落ち着きを取り屍していく. この段階でも教職員は避難所理常比大 き

t;t， 避難者の 自治組織， ボランチィγの人びム

市からの行政職員， そして学校当局の4者があたることになるが， その要にな

るのがやはり教職員である. 表12.1のアンケート 調査の結果はこの聞の事情

を物語っている. 長期避難のあった学校でも約半分で学校側が運営主体になっ

ており， ついで日治組織によ くなっている.

もよるところ が大 おし 必ずしも

の避難所で結成されたわけではない幽 調者の粘t果などから判断すると10 0 人を

下刷る規模であると組織もできにくいよう である. しかし， 自治組織の擁立に

伴い避難者側の自主運営が行われ， 教職員もよう やく学校業務に専念できるよ

う になる. この臼治組織の擁立に際しでもオルガナイザー ・

らの支概lこなるが. �陛服者にとってやはり

り続けた.

実際に教職員が行っていた支援活動の内容について， アンケート の回答をも

とに まとめたものが表12.2である聞 避難所として学校を開設していることか

とくに施設管理 は大半の学校側の役割である. また敢援物資の仕分け ・
四 ・ 配粕などの諜鞠， 対策本部との漣絡調粧や外務ßから

関連する業務が， 学校側の:支躍として多かったよう である. また， 神戸市では

防災指令により施設管理者としての教職員の活動を定めていることにより， 当

初から避難所閉鎖まで宿直業務が続けられていた.



教職員の果たした役割と学続的避難所機能第四重量
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神戸市では防災指令により， こうした災害時の教職員の役割を蝶定してい

る. 防災指令の種額lま状況に応じて防災指令1""""3

階が定められており， このう

防災指令3 は， 全職員に対し

した災害に対す

ており， 教職員は日身が被災者であっても学校に向かわなけ仇ばなるなかっ

た. ヒアワング調査によると関災指告の規定については校長や教頭は知ってい

たが， そのほかの教職員の間ではあまり認識されていなかったようである. こ

の詰災指令は4月まで発令されており， その関宿車業務， {:本日出動も続けちれ

ただし， 欠鮭も許容されていなかったため，

ると不都合な点が多かったと思われる‘

4. 神戸市防災指令

ふ}

れた.3 

た

ていた“

するた
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12.2 学校施設の避難所機能

一時避難場所として学校がきわめて好適な条件を備えていることは， 第10

章の「 まとめ」で述べた. その後， 長期的な居住が続くと， 学校には思いがけ

ないさまざまな場面や情景が出現する. この主なものを以下に列記する.

1 . 生活場所としての明枝

( 1 ) 

体育館や普通教室 ・ 特別教室が避難者の居住場所として利用されていた. こ

のほか， 余震の恐れがある時点， 居住スベースが校舎内に不足する場合， 集団

じる人， などのケースではグラウン ドにテント智噛つ

る雌難者もいた (閲12由2， 12.3). 

(2 )更衣場所

避難所になった学校に居住 し ていた避難者のなかで、も， とくに友性にとって

は着替えをする場所の確保が課題となっていた. 多くの学校では， 図12.4に示

すように脚下の一角などに車衣用のプース長投開して対処していた.

(3 )枕瀧・物ず

長期間の滞在により衣服の洗瀬も必要となるが， は救援物資として

届けられた洗濯機を設置していた. 設置場所はプーjレサイドをはじめグラウン

ドの手洗い場の脇， 校舎の便所の中など学校によってさまざ まであった. プー

ルサイドや陸上を物干し協として利用することが多かったが， 児歯・よ↓i徒の日

しているよう った(閲12.5， 12.6)， 

(4)明煙所

ほとんどの避難所では分煙化がなされていたようで， 建物出入口周辺や校舎

内の廊下の一角に鴨煙スペースが設けられていた. こうした幌煙に関するルー

ノレは，

(日)

られてき

られていた (凶12.7).

廊下の隅や階段の踊り ど コー

ナーを設けて貸 し 出している例が見られた. このほか， 階段の踊り場にテレビ

観賞用のコーナーが設けられている例もあった(岡山ι)，

(6 ) 

したことで， 鵬鰍者の身の聞りの生市用品もしだい

加し， 居住スベース以外に生活用品をおく避難者も若手かったようである.

前の廊下脇や居室に近いアjレコープなどをそれに当てていた(図12.9)，



第12章 教職員の果たした役割と学校の避難所機能

闘12.2

版柄小学校時過椴窓(7月28日)

図12.3 春日野小学校グラウンド(4月6日)

間12.4

大胤小学校:偲所の前の吏衣端(6月14円)

図12.5

4.旧中学校プールに設i買された洗濯場(4月6日)

図12.6
蓮油小学校プールサイドの物干し場(7月25日)
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図12.8 東銅牌小学校校舎入り口の凶畠コーナー

(6月 14 U) 

国12.10 鷹取中学校:駐車場となったグラウンド

(7月10円)

悶12.9 東須磨小学校廊下の荷物i起き場(6月14日)

図12.11 神楽小学校校脅入り川の情報掲ぷ飯(4月3日)

悶12.12 神楽小学校:仮設シャワー(6月14日)

Jヘ《二事ヤ

カーテン フやロック
図12.13 大橋中学校;仮設便所(4月3日)
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第12章 教職員の果たした役割と学校の避難所機能

(7)駐車場

避難してきた当初か り入れていること ったが，

によ い避難者や， 学校施設に長期居生するこ とで自

おいておきたいという も為り， グラウンドを駐車

して利吊するケースは非常に多くみちれた〈図12.10入

2. 地域拠点としての学校

( 1 )情報センタ

被災地はライフラインの途絶により掛端な情報不足の状態に島った. 地震発

生直盈の清報入手に投立ったのはラジオであるが， そのiまかの情報伝達手段は

皆無で、あった といえる. 漉難所として機能していた学校において

くか色使えたこともあり， 対革本部をはじめ とした諸機関 との連絡調整や

被災者的安否を問う外部か与の連絡が集中した. 地震発生読後， 時 とし

が不通の状態になるこ ともあった際 避難者が間住していることによる必要性も

品り， 間もなく仮設無料電話が設置 された. そわほか， 掲示板が応急仮設住宅

ちせなど行政かきの需要事項の怯遣や親穎からの伝言などiこ

利息された このようι避難者のための種々の情報が学校を拠点、 として怯えら

れていたく図12.11)，

(2)医療センタ

る程変そろっていたこ と， そして避難所 とな与

けが人も多く避難していたこともあり， そり対車のため

の阪間・養護揖が保鍵室を場として治療に当たっていた. こ心ほか自得離の毘

棟班や被災地外の鏑院から提師・看護婦が支援活動に来るこ ともあち，

として避難者も含め地域在民の治穣に当たっていた

送に関して， こうした非常時には明輸が とくに有効であると4臣、われるが， その

需， 学校のグラウンドをヘリポートとして確保することも考え られてよい，

(3)物資集配センター

避難所 となった学校施設で比施設内の避難者に眠らず地域社会全体のため

に学校撞設を拠点 として救援物資を集撞い近隣の住民とあわせて避難者に物

していた 食料や水の配給のほか， 毛布・衣類・生活用品に至るまで

の救接物資が全国名地か ら送られてきたが， こうした物資の集積場所は校

グラウンドのテントを利用していた.

(4)彼設風呂・便所

避難所 となっ ることを余舗なく さ とって，

!民話や梗ß行の問題も深刻であった. とくに援所に関しては， 当初うイフライン

の途絶により便所の水が、流れず多 当日中につまって捷用できなくなった学校も
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多い. こうした事態に対し， 教職員やボランティアなどが便所掃除に当たり，

さらにグうウンドに穴奇掘り便所を校関するなどして対処した(岡12.13)剛

会4M シャワ ð れ， してい

管盟の問粗からしだいに利用されなくなっていった(図12.12).

(5)その他

学校を拠点として避難者のために炊き出しを実施していた例は多く， ボラン

ティアや教職員などが巾iL\になって行われた. 組日欠かさず炊き山しが行われ

としどもある.

るようされていた例や， るボランティア

活動の拠点と し ても利用されていた例などもある. まれなケースではあるが，

地震発生直後に死者が多数出た地域では， 遺体安置所として教室を利用してい

た学校もあった帽 この

られている例などもあり，

して多岐にわたることがわかる.

し おく， そ

3. プールの利用状況

りブー った. アンケート

12.3 に まとめた.ブー

多く ら れたのが プ ールの水 栓便所用水とし るf9IJである. ラ

イフラインの途絶により便所の水が流れなかったためであり， プーlレの7kをパ

議12.3 学校i瞭難所のプールの水の用論

ブールのス|くの用地

トイレ用水 消火活動 その他 トイレと消火| 合 計

学校の利用

0 

5 

74 

11 

4 4 4 86 

14 

17 

117 

日

93 

3 

8 

6 

11 

表12.4 ブールの被害と水の有無

プーlレの;1<の有無

71<が品うった 漏水した なかった 内 計

し

り一
十

江

あ

て一
品

位一口

宜円一
』1

被

被一
ir

-Illi--上無
一
有一

の

の
一

ル宜口
一

一

被
一

プ

一
45 21 14 80 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一
94 21 58 173 

49 。 44 93 



第12章 教職員の来fこした役割と学校の避難所機能

ケツで扱み上げ， 便所に闘いておく梗所用木に科期していた. また，

した地域む学校でiネ 消火活動にプーノレの水を科思した. プ…ノレの水は飲料

水としては利用できないが， 消火用水として， あるい泣護所用水・洗濯用水・

清掃用などの生活用水として利用されている例が多かった

12ιは， 地震によるプーんの被害

地震による被害で水が端本した関

の確保がなされておらず， さらにもともと

のlにわ詰る.

ついて示したものである

ると約3分のlの学校ιおいて水

ノレiこ7kがなかった学校も約4分

いて， 水の確保は重要な課題の口とつであったが， その対策

のひとつとして， このような学校のプールの水の利舟が考えちれふ今後の災

害対策の一環として， まずプーんに水を臨っておくことは最低限しておきたい

ところである.

第12章のまとめ

日

神e

は今回改めて賞賛され， 見草されてよい“

るとき， 筆者にはつくづく

そう思われる. しかし般に害 教職員に多大な献身， 犠牲を強いてしまったとの

思いもある‘ 議選しになるが，教職員は自込も被災者であったケースが多いが，

自宅の状況に目安つむり， 学校に何日も泊まり込む日々が続いたのである暢 こ

のこと長どう評認したらいいかも今後の課題といえる棉

今次の大震災の硝した教誕のうちもっとも大きな教訓は何か r日本人辻大

く， 教書rrとして継悲しにくいJということではないのか.

甑神・浪路地区は別として， その苦い貴重な経験はすでι風化しそう

ら品るように患える.

教師ヤ芋校が拘うべき役割， とく

き行動， そして相互め謂繋・

が， この提重な経験をもと

どのオベレ…ション ・ マニュアル

あると強く感じられる.

* * * 

調査に全面的に

教頭の間

に快く

大講中学校教耐の中村彰男先生， ま

っ7;:"fJ短夜J11J，VJァγdま， そしず品抗〆n.J説作

ヒアリング調査

註深く感謝の

(上野 淳， 九野修司)

ハwdハυQM
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-諌問先童・4.誕2万253人(毎日新開3/16)

被災地を離れ， 韓関先で転入学した詰稚鹿児， 1ト・中・高校生の謀開先は

47都道府県すべてに及ぶ膨 文部省の集計では， 臨調児童・生捷数試2丹1 4日

の2万吉，341 人をど…クiご減少に転t;. 3丹10自現在で2 Jj 253人.

'避難所トイレに長11単(朝陸新聞1/24)

・1く向指な避難所生活の中でも深刻化しているのがトイレ事情だ. 韓庁水寸水洗

トイレは使えず， 仮設トイレは絶対数が足りない. それでもγ居心地をφしで

もよくしようJと， 各避難所で詰住民が工夫の臨時便所を建設したり， 当番性

で処理に当たる江ど， 知惑を集めて苦壌に立ち向かっている.

・培農直義， 大火に見舞われた長田区の各避難所では， 臨時トイレが相次いで

建てられた. 市立大橋中学校の校藍では， 職員発案でトイレ二つが設けられ

た. 講を掘って両側に板切れとブロックで足場をつくり， J現出を角将とベニヤ

艇で囲った， 出入り口に拡大きな布を盛らしている rいっぱいになるたびに，

認め戻して移動します‘ すでに数回移動しましたが， これで衛生状態はだいぶ

良くなりましたJと五校長先生(57).

・市立長出工業高校避難所では， 下水につながるマンホールのふたを詰ずし，

粧を寵して足場をつくり， γ直接第葉型簡易トイレJ を3か所につくった. こ

れだと地人の汚物をみることなく処理も簡単で野評花

・取立五設の池小学校〈長田区)で話学校の本法トイレを使っているが， 各自が

新聞紙を便器iこ渡し. )討をよ込すとくるんで， て重iこしたゴミ袋に捨てる* 一日

2lgj， 被災詮民が当番制で薄掃安担当， ゴミ議は校舎裏のlか所iこ積んでい

る. 近くの主婦(40)はrf告の避難所と比べて， ここは比較的きれいですねJ膚

・灘区青谷町の王子スポ…ツセンターでは， 給水車で配色れた歓料水や， 近く

の河JlIか品くんできた水で避難住民らが定期的にトイレ掃除. パケツをトイレ

の前に並べ， 用を足すたびに諸している. 避難している会社員(56)はγこの生

活ーがいつまで続くかわからないので， 少しでも居心地を良くしないといけな

いJと話す.

eφ置の水でも掩せるようにと， ふいた紙は到に撞てるように時びかけている

避難所もある.

-神戸市灘議局によると， 99%と高く， 71<詑化が逝

んでいただけに断水がそのままトイレ事情の悪化につながった.

・環壌局は地麓の発生卒空白か込染者などの協力で仮設トイレの設置を開始. 22 

司までに市内5 41か所の瀧難所のうち210 か訴に520慕を設摂したが， EI;壊の

3，000嘉には速く及iぎない.

・神戸市位組当者はγこれまでiこ約2，0∞基を子配できたが， 交通事情がきわ

めて悪し設遺がなかなか選まなしりと話している.




